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クランプの管理と点検について クランプを安全に使うために
クランプの事故の90％以上は取扱いや使用上のミスによって引き起こされています。
特に作業に慣れた頃、クランプが古くなった頃が要注意です。
あなた自身の安全のために、下記事項を熟読の上、無理な使い方や危険な使い方をしないよう心がけてください。

０災害への第一歩は、クランプの点検・管理から始まります。
さらに、作業効率やクランプ寿命を高め、コストダウンを図るためにも
下記のポイントをしっかり守ってください。

SAFETY ADVICE
セーフティーアドバイス

SAFETY ADVICE
セーフティーアドバイス

下記表はクランプを点検する際のめやすです。
もし、該当する項目が１つでもあれば、そのクランプの使用を中止し、当社迄ご連絡ください。

点検の基準

〈 点検基準表 〉

❶作業前につり荷をチェック
● 質量の確認及び重心の割り出し。（図1）
● 長尺物は、特に横方向の重心の割り出しを
確実にしないと危険です。（図2）

● つり荷に油や水がついていたら、必ず拭き
取ります。

❷作業に最適なクランプを使用
● つり荷に適した機構と容量で選定。
● 基本使用荷重・有効板厚以内で使用してく
ださい。（図3）

●有効板厚の範囲を超える板厚のつり荷をつ
るのは危険です。

●使用荷重の範囲を超える質量のつり荷をつ
るのは危険です。

●油やペンキ等で表面が滑りやすいつり荷の
場合、歯の新しいクランプを使用してくだ
さい。

● 軽量なつり荷の場合、軽量用のクランプを
使用してください。

● 斜め方向のつり上げは全方向ねじ式クラン
プSBB・SBNをご使用ください。（図4）

● 長尺物の縦つりの場合もSBB・SBN型を使
用してください。（図5）

●クランプをフック替わりに使用しないでくだ
さい。

● 一度衝撃荷重のかかったクランプは使用し
ないでください。

❸クランプ取付け時の確認及び注意
●クランプする位置を決める際、巻上げ・巻下
げの時にロック装置用レバー（又はラッチ）
が、ワイヤ、チェーン、つり環、つり荷等に当
たらないようにします。
（図6）

各機種共通の注意事項 ※詳しくは各取扱説明書をご参照ください

●作業後、屋外に放置しないでください。
●必ず用途別にまとめて保管します。

正しい管理のポイント
屋内で用途別に保管

● 変形したり、損傷したクランプを発見したら使用禁止し、すぐに部品
を交換してください。

●作業前に必ずクランプの点検済シール（月別）を確認してください。

●作業開始前の点検と終業時整備を必ず行ってください。
● 作業の有無に関りなく、定期的に点検・整備を行います。
（推奨月１回）
●点検・整備をする時には必ず注油してください。

●交換可能な部品を使用限度ギリギリまで使うのは危険です。
●硬度の高いつり荷や同一板厚のつり荷を使用する現場ではカム・旋
回アゴ(ジョー)の交換を特に早目に行います。

点検箇所 チェック内容 簡単なチェック方法及び危険な状態のめやす

本体ボルト ボルトの曲がり ・ボルトを締めたときにガタやズレが生じる

本体

ロック
スプリング

変形・き裂

伸び・変形・張力低下

・無負荷でつり環を作動させた時、動きが固い
・本体内幅とリンク幅の差が拡がったり、狭くなった場合
・開口部の拡がったもの、摩耗したもの
・つり環ピンガイド溝の摩耗、変形したもの

・無負荷で開口部を閉じてロック装置をかけた時、バ
ネの効きが悪い、簡単に外れる
・開口部につり荷を差し込み、ロック装置をかけた
時、ロックがかかりにくい

本体ピン ピンの曲がり・溶接不良 ・本体の変形又は溶接部にき裂が生じたもの（1ヶ所以上）

つ　り　環 曲がり・よじれ・伸び ・ロック装置をかけてつり環を動かした時、縦方向に
2mm（めやす）以上のガタが生じる（伸び）

止めボルト

ボルト穴
摩耗・変形・伸び ・スプリングを交換してもバネの効きが悪い、

　簡単に外れる

カム（歯板） 摩耗・目詰まり・歯コボレ ・つり荷に歯形がつかない（摩耗）
・カムの歯コボレが1ヶ所以上の場合、使用不可

カムピン又は
つり環ピン

曲がり・摩耗
・カムピンをまわした時にカムが振れる
　（曲がり）
・つり環やカムに遊びやゆるみがある（摩耗）

旋回アゴ
（ジョー）

摩耗・目詰まり・歯コボレ
・つり荷に歯形がつかない（摩耗）
・塗料による目詰まりは使用不可
・歯コボレが外輪歯で1ヶ所以上の場合、使用不可

カムピン穴又は
つり環ピン穴

伸び・摩耗・変形 ・つり環やカムに遊びやゆるみがある

使用限度（※限度を超えたものは交換又は廃却）

{

奥行
100mm
につき

・開口部
3mm以上のとき

●本体内幅（A）とリンク幅（B）
　の差
　0.5mm以下(狭すぎる)
　4.0mm以上(広すぎる）
　4.0mm>A - B>0.5mm

曲がり10°以上　伸び、摩耗5%以上
ねじれのあるもの

・摩耗（歯コ
  ボレ）限度

摩
耗
巾

曲がり限度
長さ100mmに
つき1.5mm以内

・摩耗限度
 ピン径の5%まで
 （ノギスで計測）

・摩耗（歯コボレ）限度

・変形及び摩耗限度

< 5%

1.5mm
100

摩耗幅

ロ
ッ
ク
装
置

※上記表はあくまでもカム式クランプの点検基準ですので、無傷及びねじ式クランプに関しては必ず各取扱説明書をご参照ください。

d
ℓ

標準仕様

ローレット仕様

ヤスリ目仕様

0.5mm以内

0.5mm以内

0.3mm以内

標準仕様

ローレット仕様

ヤスリ目仕様

0.5mm以内

0.5mm以内

0.3mm以内

使用不可｝

カムピン

ピン

つり環ピン

・伸びの限度　5％

・変形が認められれば交換！

1

点検・整備はコマメに2

危険クランプ使用厳禁3

部品交換は早目に4

●クランプの取付け位置が必ずつり荷の重心
より上にあることを確認してください。

●クランプの差し込みが充分であることを確
認してください。

●ロック装置（ラッチ又はレバー）が確実にか
かっていることを確認してください。

●常に着床時のつり荷の状態を考えて取付け
位置を決めること。特に着床時の安定が悪
いものは危険です。

❹作業上の注意及び禁止事項
● 縦置きされた鋼板を横方向からクランプし
て引き起こす様な作業は危険です。

● 長尺物をつる場合は天秤等を使用し、多点
つりをしてください。

●つり上げワイヤ及びチェーンは適切なもの
を使用し、つり上げ前に必ずよじれ等に注
意します。

●クランプは必ず正しい方向でお使いくだ
さい。

● 同じフックから、別々のクランプで数個のつ
り荷をつるのは危険です。

● 1個のクランプで２枚以上の鋼板をつるの
は危険です。

❺巻下げ・着床時の注意
● 反転作業時の衝撃荷重には注意してくだ
さい。

●クレーン操作は大きな衝撃を与えないよう
静かに行います。

● 図の様な形状のつり荷の場合、必ず倒れ止
めを使用します。

● 取外したクランプが再度つり荷を引っ掛け
ない様に充分注意します。

（図1）

（図3）

（図2）

（図4）

（図5）

（図6）

充分に差し込む

5%5%
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AC型
ALB型
AMN型
AMS型

BCL型
BCR型
BHC型
BMB型
BTS型
BTSW型

CCV型
CDER型
CH型
CSBLⅢ型

DL型
DLV型
DLVL型
DLWⅡ型
DLWO型

E型
EC型
ECAR型
ECC型
ECC-600型
ECH型
ECHA型
ECHL型
ECHR型
ECHS型
ECX型
EFG型
EH型

EHP型
EK型
EKB型
ELC型
EM型
EPH型
EQF型
EST型
ET型
EUIF型
EUIV型
EVGA型
EWPA型
EWPN型

F型
FHA型
FXJ型

G型
GC型
GD型
GL型
GNE型
GT型

HHC型
HO型
HOS型
HOW型

IHM型

JDH型

KH型
KSB型
KSW型

LCT型
LH型
LSC型
LV型

NE型
NECⅡ型
NNEⅡ型
NNEⅡL型

OCS（OCS-XZ-AN、
OCS-XZ-AW）型
OCS（OCS-XZ-B）型

PCL型
PE型
PER型
PSCL型
PXLＪ型

RCA型
RCAL型
RL型
RS型
RS-AT型
RST型

SAR型
SAS型
SATO型

SBB型
SBb型
SBｂJ型
SBC型
SBF型
SBMR型
SBN型
SBT型
SC型
SCI型
SL型
SLT型
SP型
SRN型
SS型
SSM型

TWER型

UGA型
UGH型
UGHA型
UGHC型
UGM型
UGMA型

VA型
VAF型
VAFS型
VAN型
VANL型
VAR型
VAS型
VLGRⅡ型

WOL型

索　引
AA

B

C

D

E

F

AG

H

I

J

L

K

N

O

P

R

S

T

U

V

W

機　種 クランプ角度ɵ1

45～135

45～135

45～135

45～135

0～45

0～45

0～30

－15～0

－5～15

0

－90～90

45～135

－ 

90±5

90±5

0±5

90±5

90±5

－ 

－ 

45～90

90

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±2.5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±5

0±2.5

0±5

0±5

0±45

60

60

60

60

60

30

60

30～60

60

60

60

60

60

60

30

60

60

60

30

－

60

60

60

60

20

20

30

30

20

30

30

30

60

30

30

30

30

30

30

30

30

－

30

60

30

30

10

10

15

15

10

5

15

5

90

15

90

15

15

15

45

15

5

15

15

45

60

60

60

60

60

30

60

30～60

60

－

60

60

60

60

－

－

－

－

－

－

－

－

取付角度ɵ2
対向角度

ɵ3

掛け幅角度

ɵ4

つり荷傾斜角度

ɵ5 α

3点つり対向角度
4点つり対角方向の角度型　式

縦つり用
クランプ

横つり用
クランプ

水平つり用
クランプ

ねじ式クランプ

バルブプレート用

シートパイル用

コラム用

パイプ用

ドラム缶用

レール用

穴つり治具

E、EK、SL、RS、WOL、ET、LV

SLT、RST

NE、NNE、NNEⅡ、NNEⅡ L

NEC

G、GT、GC、GD、GL、AMS、VAR、AMN、LH

VA、VAS、VAN、VANL

BMB、GNE

HO、HOW、HOS

VAF、VAFS

EH、FHA

SBB、SBb、SBN

BCR、BCL

SP

PE

CCV

CCL

KH

DL

DLW、DLWO

DLV、DLVL

RCA、RCAL

LSC

クランプのスリング角度

クランプ角度 ɵ1
つり荷をつり上げた時にク
ランプ本体を側面から見
て、開口部の中心線が水平
線と交差する角度。これに
よっては、つり上げ荷重に制
限があります。

取付角度 ɵ2
クランプをつり荷に取り付
けた時、又はつり上げた時
につり荷端面の直交線とク
ランプ本体厚の中心線が交
差する角度を指します。

対向角度 ɵ3
つり荷をつり上げた時のワイヤ
ロープ、チェーン等の交わる角度。

掛け幅角度 ɵ4
３点・４点つりの場合のクランプ位
置が隣同士の角度。

最大つり角度α
３点つりの場合の「対向角度」、４
点つりの場合の「対角方向の角
度」とします。

つり荷の傾斜角度 ɵ5
クランプを正しい状態で並
列使用した場合のつり荷の
端面又は上方の傾斜角を指
します。

ɵ1

ɵ1
ɵ2 ɵ3

ɵ4α α ɵ4

ɵ5

ɵ5

専
用
ク
ラ
ン
プ

SAFETY ADVICE
セーフティーアドバイス

クランプには、使用状況によって次の様な角度とその制限があります。

機種別スリング角度
下記表は、機種又は型式別のスリング角度制限（最大）です。作業の安全のため、それぞれの許容範囲を厳守してください。

クランプ角度が－90°になる使い方は無負荷時のクランプが製品質量で外れる危険があります。
※表に無いクランプ及び詳細については専用の取扱説明書をご参照ください。

●本カタログの内容の一部又は全部を無断で転載する事は禁止されています。
　また、その各種情報の利用にて生じたいかなる損害についても責任を負いません。
●本カタログの内容（仕様、寸法、塗装色、各種情報等）に関しましては予告なしに変更する場合がございます。
●本カタログの内容については、慎重に作成しておりますが、弊社はこれらの記載情報の正確性、有効性、完全性等を保証するものではありま
せん。運用の結果や影響については、責任を負いかねる場合もありますのでご了承ください。
●前項に伴い事故やその他のトラブルによって発生した損害については、補償は出来かねますのでご了承ください。
●このカタログは、最終ページの下部に記載の印刷年月現在に製造中、又は製造予定の製品を対象として作成したものです。
　これ以降の新機種、他機種につきましては記載の弊社営業所又は連絡先まで問い合わせください。

イーグル･クランプ株式会社

本カタログのご利用について
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